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2014/5/8 （木） 08:45～10:15
吉田キャンパス 総合研究
4号館　共通1講義室

主として京都大学工学 松田曜子 関西学院大学災害復興制度研究所　准教授「社会システム計画論」
災害現場における被災者やNGO,自治体等の関係を,社
会システムの視点で分析する手法を講義する。

横松宗太（巨大災害研究センター）

2014/7/5 （土） 10:00～17:00　　 宇治キャンパス　E-517D 大学院生，若手研究者井上厚行 千葉大学　教授
環境地球科学特論（地球表層
環境における粘土鉱物の生成
と変化）

「地球表層環境における粘土鉱物の生成と変化」に関
して、粘土鉱物の
基本的性質や生成環境と機構について説明するととも
に、風化作用、
続成作用、熱水変質作用について，いくつかの例をとり
具体的な話をする。

千木良雅弘（地盤災害研究部門）

2014/7/6 （日） 10:00～17:00　　 宇治キャンパス　E-517D 大学院生，若手研究者井上厚行 千葉大学　教授
環境地球科学特論（地球表層
環境における粘土鉱物の生成
と変化）

「地球表層環境における粘土鉱物の生成と変化」に関
して、粘土鉱物の
基本的性質や生成環境と機構について説明するととも
に、風化作用、
続成作用、熱水変質作用について，いくつかの例をとり
具体的な話をする。

千木良雅弘（地盤災害研究部門）

2014/7/25 （金） 09：30～17：00
宇治キャンパス　国際交
流室（S-207D）

倉岡千郎 日本工営株式会社中央研究所副技師長
斜面災害防止対策における実
用的な解析技術

斜面災害防止に関わる実用的な解析技術について、
わかりやすく解説いただく予定です。

松浦純生（地盤災害研究部門）

2014/7/26 （土） 09：30～17：00
宇治キャンパス　国際交
流室（S-207D）

倉岡千郎 日本工営株式会社中央研究所副技師長
斜面災害防止対策における実
用的な解析技術

斜面災害防止に関わる実用的な解析技術について、
わかりやすく解説いただく予定です。

松浦純生（地盤災害研究部門）

2014/9/18 （木） 10:00～17:00　　 宇治キャンパス　E-517D 大学院生，若手研究者山根省三 同志社大学 誤差成長理論
摂動の線型発展の理論や予測可能性,アンサンブル予
報について講義下さる予定です。

榎本剛(気象・水象災害研究部門 )

2014/9/19 （金） 10:00～17:00　　 宇治キャンパス　E-517D 大学院生，若手研究者山根省三 同志社大学 誤差成長理論
摂動の線型発展の理論や予測可能性,アンサンブル予
報について講義下さる予定です。

榎本剛(気象・水象災害研究部門 )

2014/7/14 （月）

10:30～16:30　 10:30～
12:00反射法地震探査
におけるデータ取得・処理
 13:00～14:30　 演習
15:00～16:30 「物理探査を
用い
たCCS（二酸化炭素地中
貯留）のモニタ
リング」

宇治キャンパス　地震予
知研究センター新館200

大学院生，学部学生 高橋明久 石油資源開発KK 反射法地震探査

反射法地震探査は、石油天然ガス探査の世界で発展
したが、今では地震防災のための地下構造調査や、二
酸化炭素地中貯留 (CCS) の圧入層モニタリングにお
いても重要な役割を果たしている。本講義では、反
射法地震探査の原理・データ取得・データ処理・データ
解釈までの基礎的
な流れを学ぶことを目的とする。その上で、石油天然ガ
ス探査・地震防災調査での実例について解説する。実
習では、紙と色鉛筆を用いた手作業で、反射法 の原理
と解釈の基本を経験する。

飯尾能久(地震予知研究センター )

2014/7/15 （火）

8:45～16:30　 8:45～10:15
反射法地震探査の
データ解釈と地質モデル
構築
10:30～12:00　 演習
13:00～14:30 適用例 （石
油天然
ガス探査・地震防災調査
等）
15:00～16:30 反射法地震

宇治キャンパス　地震予
知研究センター新館200

大学院生，学部学生 高橋明久 石油資源開発KK 反射法地震探査

反射法地震探査は、石油天然ガス探査の世界で発展
したが、今では地震防災のための地下構造調査や、二
酸化炭素地中貯留 (CCS) の圧入層モニタリングにお
いても重要な役割を果たしている。本講義では、反
射法地震探査の原理・データ取得・データ処理・データ
解釈までの基礎的
な流れを 学ぶことを目的とする。その上で、石油天然
ガス探査・地震防災調査での実例について解説する。
実習では、紙と色鉛筆を用いた手作業で、反射法 の原
理と解釈の基本を経験する。

飯尾能久(地震予知研究センター )

2014/7/29 （火） 13:00～17:00　 
宇治キャンパス　遠隔会
議室（HW401）

稲垣秀輝 (株)環境地質・代表取締役
環境地球科学特論（地盤災害
のリスク評価）

0 王功輝(斜面災害研究センター )

2014/7/30 （水） 9:30～16:30　 
宇治キャンパス　遠隔会
議室（HW401）

稲垣秀輝 (株)環境地質・代表取締役
環境地球科学特論（地盤災害
のリスク評価）

0 王功輝(斜面災害研究センター )

2014/9/09 （火）   13:00～17:0013:00-14:20　長

宇治キャンパス　本館E棟
5階
防災研究所　セミナー室
Ⅲ（E-517D）

野沢徹 岡山大学大学院自然科学研究科・教授 気候変動と極端現象

 IPCC第5次評価報告書によれば、地球の平均気温は
19世紀終盤以降に約0.85℃上昇しており、人間活動が
20世紀半ば以降に観測された 温暖化の主な要因で
あっ た可能性が極めて高いと言われている。本講義で
は、地球の平均的な気候の決まり方を概説した上で、
極端な気象現象を含 めた長期気候変動・変化の観測
事実とそれらをもたらし得る気候変動要因について概
観する。さらに、気候モデルの概要を簡単に説明した
上で、観 測された気候変化の原因特定や（台風や大
雨などの極端現象を含めた）将来の気候変化予測につ

竹見哲也(気象・水象災害研究部
門 )

2014/9/29 （月） 13:30～17:00
宇治キャンパス 本館
S519D（S棟5階）

学部学生、若手研究者中原　恒 東北大学 地震波干渉法の基礎

近年地殻構造推定やモニタリングに活用されている地
震波干渉
法の基礎的な説明と地震波干渉法の理論に基づく震
源イメージング手法について
の理論を講義する．

岩田知孝(地震災害研究部門 )

2014/9/30 （火） 10:30～12:00
宇治キャンパス 本館
S519D（S棟5階）

学部学生、若手研究者中原　恒 東北大学
地震波干渉法と震源イメージ
ングの理論

近年地殻構造推定やモニタリングに活用されている地
震波干渉
法の基礎的な説明と地震波干渉法の理論に基づく震
源イメージング手法について
の理論を講義する．

岩田知孝(地震災害研究部門 )

2014/10/30 （木） 15:00～16:30
宇治キャンパス 本館
S519D

大学院生 葛漢彬 名城大学
地震・津波に対する鋼橋の性
能設計の現状と課題

兵庫県南部地震から20年が経過し、この間、鋼橋の耐
震設計の技術が著しく進歩した一方、津波を伴う巨大
地震に対する課題も多く残されている。地震・津波によ
る鋼橋の破壊をシミュレーションする解析方法と鋼橋の
性能の評価法を概説する。

五十嵐晃（流域災害研究センター）

2014/11/20 （木） 13:30～17:30
宇治キャンパス 本館
S519D

学部学生および大学院神野達夫 九州大学大学院人間環境学研究院都市・建
強震動予測を支える観測とそ
のデータの活用・他

地震被害想定の基本となる強震動予測を行うために
は、震源や地下構造を適切にモデル化する必要があ
り、このモデル化には、多くの地震観測記録や物理探
査結果などが用いられる。特に地震観測記録は強震
動予測結果の検証にも利用されるなど、利用の幅が広
く、精力的に観測が行われている。このように強震動予
測は様々な観測記録によって支えられており、その観
測記録の特徴を理解することは適切な強震動予測を
行うためにも重要である。そこで、本講義では強震動予
測を支える様々な観測の例として、強震観測と微動観
測を取り上げ、その観測方法やデータの活用方法につ
いて解説を行う。
 このほか，「SPAC法とCCA法によるRayleigh波の位相
速度の比較」，「K-NET観測点のボーリングデータに基

松島信一（社会防災研究部門）

2014/11/21 （金） 9:30～12:00
宇治キャンパス 本館
S519D

学部学生および大学院神野達夫 九州大学大学院人間環境学研究院都市・建
強震動予測を支える観測とそ
のデータの活用・他

地震被害想定の基本となる強震動予測を行うために
は、震源や地下構造を適切にモデル化する必要があ
り、このモデル化には、多くの地震観測記録や物理探
査結果などが用いられる。特に地震観測記録は強震
動予測結果の検証にも利用されるなど、利用の幅が広
く、精力的に観測が行われている。このように強震動予
測は様々な観測記録によって支えられており、その観
測記録の特徴を理解することは適切な強震動予測を
行うためにも重要である。そこで、本講義では強震動予
測を支える様々な観測の例として、強震観測と微動観
測を取り上げ、その観測方法やデータの活用方法につ
いて解説を行う。
 このほか，「SPAC法とCCA法によるRayleigh波の位相
速度の比較」，「K-NET観測点のボーリングデータに基

松島信一（社会防災研究部門）

2014/12/19 （金） 10:00～11:30
宇治キャンパス宇治おう
ばくプラザ　セミナー室5

篠田成郎教岐阜大学

流域環境に及ぼす森林の影響
　〜木曽三川における治水史
的考察と森林管理・気候変動・
温暖化の評価〜

寶　　馨（京都大学学際融合教育
研究推進センター
グローバル生存学大学院連携ユ
ニット）

2014/12/19 （金） 10:00～17:00
宇治キャンパス 防災研究
所　4F　セミナー室　Ⅱ
（E417D）

原口　強准大阪市立大学
環境地球科学特論（海底・湖
底における斜面変動とその探
査）

0
釜井俊孝（斜面災害研究センター）

2014/12/20 （土） 10:00～12:00
宇治キャンパス 防災研究
所　4F　セミナー室　Ⅱ
（E417D）

原口　強准大阪市立大学
環境地球科学特論（海底・湖
底における斜面変動とその探
査）

0
釜井俊孝（斜面災害研究センター）

2014/12/25 （木） 15:00～16:20
宇治キャンパス 本館
S519D

葛漢彬 名城大学　理工学部教授／自然災害リスク軽
地震・津波に対する鋼橋の性
能設計の現状と課題 （第２回）

0
五十嵐晃（流域災害研究センター）

2015/1/5 （月） 14:45～16:15
宇治キャンパス 地震予知
研究センター研究棟
C200

木下正高 海洋研究開発機構(JAMSTEC)高知コア研究
「海溝型地震発生断層：掘削と
観測でどこまで分かったか」

南海トラフ地震発生帯掘削（NanTroSEIZE）が2007年9
月に
開始以来、8年経過した。13地点で掘削が行われた。4
ノットを
超える黒潮下でのライザー掘削、東北地震による破損
など、様々
な困難を乗り越え海底下7 kmの断層固着域に向けて
掘削を進め
ている。また2012年には3.11東北地震で50mもの高速
破壊を
起こしたプレート境界断層先端部への掘削も行われ、
先端破壊の
仕組みが少しずつ分かってきた。
　掘削や海底観測の基礎と最新の成果を紹介しつつ、
巨大地震の
準備・発生の仕組みの理解に迫る。

加納靖之 （附属地震予知研究セン
ター）



2015/1/6 （火） 10:00～12:00
宇治キャンパス 地震予知
研究センター研究棟
C200

木下正高 海洋研究開発機構(JAMSTEC)高知コア研究
「掘削・地殻変動・メタンハイド
レート」

陸上での生命活動の結果として、大量の有機物が河
川から海溝軸
に運ばれ、プレート沈み込みに伴って沈み込み、また
圧縮しながら
陸側に付加する。有機物は微生物によりメタンに分解
され、水深
4000m、2℃という低温高圧条件のためハイドレート
（氷）として、
海底から数百m下までの堆積物中の間隙を占領してい
る。ハイド
レートの存在は、エネルギー資源としてのポテンシャル
以外にも、
付加体の温度圧力状態とその変遷を示す、重要な指
標になる。
一方、掘削による場の擾乱は、地層状態を知る上では
ノイズである
が、その擾乱を利用することで状態を知ることもまた可
能である。
南海掘削で行われた温度計測の結果、ハイドレートの
ある区間で
負の温度異常があることを発見した。掘削による摩擦
熱や減圧で
その場のハイドレートが溶け、潜熱を奪って温度下降
が発生した
可能性を検討した。
　メタンハイドレートが地下で織りなす物語の一旦を紹
介する。

加納靖之 （附属地震予知研究セン
ター）

2015/2/12 （木） 午後
宇治キャンパス　研究本
館 S-207D

主として大学院生だが 本多　亮 神奈川県温泉地学研究所
波形相関を用いた震源過程解
析

観測点アレイで観測された地震波形データを用いて、
波形の相関を利用した震源過程の解析方法について

関口春子（社会防災研究部門）

2015/1/30 （金）
10：30～12：00
13:00～16:15

宇治キャンパス　防災研
究所セミナー室II（E-417D
号室）

巽好幸 神戸大学 「マグマ学」

太陽系惑星の中で、唯一の水惑星である地球。同時
に、地球は唯一の陸惑星でもあります。 また、唯一プ
レートテクトニクスが作動する惑星でもあります。なぜ、
この星は地球なのか？　この問題を解く鍵はマグマの
発生と分化にある と考えます。本講義ではこの考えを
解説すると共に、日本列島の噴火活動、特に巨大カル
デラ噴火についても触れる予定です。

味喜大介（火山活動センター）

2015/1/31 （土）  10：30～12：0013:00～16:15
宇治キャンパス　防災研
究所セミナー室II（E-417D
号室）

巽好幸 神戸大学 「マグマ学」

太陽系惑星の中で、唯一の水惑星である地球。同時
に、地球は唯一の陸惑星でもあります。 また、唯一プ
レートテクトニクスが作動する惑星でもあります。なぜ、
この星は地球なのか？　この問題を解く鍵はマグマの
発生と分化にある と考えます。本講義ではこの考えを
解説すると共に、日本列島の噴火活動、特に巨大カル
デラ噴火についても触れる予定です。

味喜大介（火山活動センター）

2015/3/6 （金） 13：00～17:00
宇治キャンパス　防災研
連携研究棟　小セミナー
室

陳光斉先生九州大学・教授
防災における数値シミュレー
ション

地震、津波や土砂災害などの自然災害における予測と
防災対策に関する研究では、数値シミュレーションが非
常に有効な手段として認識されてきました。本講義で
は、数値シミュレーション手法として良く使われている
不連続変形法（DDA: Discontinuous Deformation
analysis）　およびマニフォールド法（MM: Manifold
Method）を中心に解説し、それらの防災への適用の実
例を用いて、DDAとMMの実用的なシミュレーション技
術を紹介します。また、既に開発したDDAプログラムを
配布し、　それを用いた数値シミュレーション技術を身

王功輝（斜面災害研究センター）

2015/3/7 （土） 09:30～１6：30
宇治キャンパス 防災研セ
ミナーIII (E517D)

陳光斉先生九州大学・教授
防災における数値シミュレー
ション

地震、津波や土砂災害などの自然災害における予測と
防災対策に関する研究では、数値シミュレーションが非
常に有効な手段として認識されてきました。本講義で
は、数値シミュレーション手法として良く使われている
不連続変形法（DDA: Discontinuous Deformation
analysis）　およびマニフォールド法（MM: Manifold
Method）を中心に解説し、それらの防災への適用の実
例を用いて、DDAとMMの実用的なシミュレーション技
術を紹介します。また、既に開発したDDAプログラムを
配布し、　それを用いた数値シミュレーション技術を身

王功輝（斜面災害研究センター）

2015/2/19 （木）

8:45～10:15
４．津波（１）古文書に残さ
れた大津波
10:30～12:00
５．津波（２）地層に残され
た大津波
13:00～14:30
６．陸域・海底地殻変動か
らみた琉球弧

宇治キャンパス 地震予知
研究センター研究棟
C200

中村衛 琉球大学 准教授
「琉球海溝で巨大地震は起こ
るのか」

南西諸島のテクトニクスと地震・津波
加納靖之 （附属地震予知研究セン
ター）

2015/2/20 （金）

9:00～10:15
１．南西諸島・琉球海溝の
テクトニクス
10:30～12:00
２．沖縄トラフのテクトニク
ス
13:00～14:30
３．地震活動
14:45～16:15
特別セミナー「琉球海溝で

宇治キャンパス 地震予知
研究センター研究棟
C200

中村衛 琉球大学 准教授
「琉球海溝で巨大地震は起こ
るのか」

南西諸島のテクトニクスと地震・津波
加納靖之 （附属地震予知研究セン
ター）


